
（
6
月
13
日
開
催
）

議
案
第
1
号
、
議
案
第
3
号
、

議
案
第
4
号
、
議
案
第
7
号

の
一
部　
　
　
　（
原
案
可
決
）

 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
1
号
に
つ
い
て

Q　
地
方
公
務
員
の
給
与

は
各
自
治
体
が
自
主
的

に
決
定
す
べ
き
、
ま
た
、
地

方
交
付
税
は
地
方
固
有
の

財
源
で
あ
り
、
国
の
政
策
誘

導
の
手
段
に
用
い
る
べ
き

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A　
考
え
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、

国
に
お
け
る
復
興
財
源
確
保

が
目
的
と
い
う
こ
と
で
、
一

定
の
理
解
を
示
し
ま
す
。

Q　
地
域
経
済
や
民
間
給

与
引
き
下
げ
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

A　
少
な
か
ら
ず
影
響
は

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
当
市
も
被
災
地
で
あ
り
、

復
興
財
源
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
理
解
を
示
す
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

議
案
第
７
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
入
）

Q　
国
庫
支
出
金
で
あ
る

　
﹁
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
﹂
の
概
要
は
。
ま
た
メ

リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

A　
国
の
平
成
24
年
度
補

正
予
算
に
お
け
る
経
済

対
策
事
業
と
し
て
計
上
し
た

事
業
費
の
う
ち
、
地
方
負
担

分
の
概
ね
8
割
が
交
付
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
対
象
は
建

設
的
な
事
業
で
す
。
な
お
、

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
平
成
26

年
度
以
降
に
実
施
す
る
事
業

を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
考

え
か
ら
、
早
期
に
事
業
の
展

開
が
図
ら
れ
ま
す
。

議
案
第
７
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
津
波
避
難
施
設
整
備

事
業
の
補
正
予
算
の
内

容
は
ど
う
か
。

A　
木
戸
浜
地
区
の
緑
海

会
敷
地
に
設
置
す
る
２

基
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
、

地
域
住
民
の
皆
様
も
円
滑
に

避
難
が
で
き
る
よ
う
、門
扉
を

２
か
所
設
置
す
る
も
の
で
す
。

（
6
月
13
日
開
催
）

議
案
第
2
号
、
議
案
第
5
号
、

議
案
第
6
号
、
議
案
第
7
号

の
一
部　
　
　
（
原
案
可
決
）

請
願
第
1
号
及
び
第
2
号

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
2
号
に
つ
い
て

Q　
松
尾
洗
心
館
の
事
務

所
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ

る
の
か
。

A　
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
予
定
で
す
。

Q　
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
と
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
、
松
尾

洗
心
館
の
利
用
申
請
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
申
請
す
る

の
か
。

A　
予
約
状
況
の
情
報
を

共
有
し
、
両
方
の
窓
口

で
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
予
定
で
す
。

議
案
第
7
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
歴
史
民
俗
資
料
館
改

修
事
業
の
内
容
は
ど
う

か
。A　

２
階
展
示
場
へ
上
が

る
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
及
び
２
階
展
示
場
か
ら
外

部
へ
の
非
常
階
段
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

Q　
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
事
業
の
内
容
は
。

A　
成
東
中
学
校
及
び
成

東
東
中
学
校
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
2
面
の
人
工

芝
コ
ー
ト
を
整
備
し
、
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
し
直
す
予
定
で
す
。

　
　
（
6
月
14
日
開
催
）

議
案
第
7
号
の
一
部
、
議
案

第
8
号　
　
　
（
原
案
可
決
）

 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
7
号
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
県
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
活
用
に
よ
り
対

象
と
な
る
雇
用
者
は
ど
う
い

う
方
か
。  

A　
被
災
地
の
住
民
で
あ

り
、
山
武
市
の
住
民
も

対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

Q　
環
境
保
全
課
に
お
け

る
県
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
活
用
は
、
後
期
基
本

計
画
の
ど
の
部
分
に
関
連
し

て
行
く
の
か
。

A　
「
住
み
や
す
い
環
境

と
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
施
策
の
中
の
、

「
一
般
廃
棄
物
等
不
法
投
棄

件
数
」
と
い
う
項
目
に
貢
献

し
ま
す
。

Q　
山
林
等
の
民
地
へ
の

不
法
投
棄
へ
の
対
策
は

ど
う
か
。

A　
こ
れ
ま
で
に
引
き
続

き
、
管
理
に
つ
い
て
、

所
有
者
に
対
し
ね
ば
り
強
く

働
き
か
け
ま
す
。

Q　
公
共
の
用
地
に
建
て

ら
れ
た
看
板
等
は
、
市

が
撤
去
で
き
る
の
か
。

A　
所
有
権
等
の
問
題
も
あ

り
、
全
て
の
看
板
を
撤
去

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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眞
報告
第１号 報告 平成 24年度山武市一般会計継続費繰越計算書について 報告のみ（採決なし）

報告
第２号 報告 平成 24年度山武市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告のみ（採決なし）

報告
第３号 報告 平成 24年度山武市一般会計事故繰越し繰越計算書について 報告のみ（採決なし）

発議案
第１号 採択 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第２号 採択 国における平成 26年度教育予算拡充に関する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　　
請願
第１号 採択「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
第２号 採択「国における平成 26 年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


